
Holt-Winter法を用いた予測に関しての報告 
８代目團十郎のデータ分析 
 
１８４９年〜１８５４年のデータに関して３期・７期・１３期・２５期・４９

期の移動平均表示 
 
①	
 ３期移動平均と実測データの比較 
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③	
 ７期移動平均と実測データの比較 
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③	
 １３期移動平均と実測データの比較 

 
 
①〜③からの考察として、やはり１年間３〜４回のまとまった興行があるため

か、５分割以上の移動平均をとると平均予測ができなくなるのは明らかである。 
つまり、やはり時期事での時系列表示が重要になるか。 
 
そこで季節成分が有効である HW法に予測と、季節成分を無しにした HW法の
予測を行った。 
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④	
 季節変動項を抜いた予測 
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⑤	
 季節変動項を考慮にいれた予測 

 
④⑤を比較してみるとやはり季節変動項（トレンド周期）を考慮にいれ

た HW法の予測の方が有効であるか？ 
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最終的に１８５４年５月以降の予測を行った。 
⑥季節変動項を考慮しない予測 

 
季節変動項を考慮しない予測は実測よりかなり低めにでた。１８５４年

７月８月の話題数の多さなども予測できていない結果がでた。 
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⑥	
 季節変動項を考慮にいれた予測 

 
季節変動項がないものよりも正確にでており（しかしやはり亡くなったとき

のインパクト変動までは予測はできてないですが、通常どおり興行が続いた

らこのような感じであったかもしれません。）やはり、ここから見える考察

としては歌舞伎興行・役者の話題における話題の推移は季節性がかなり伴っ

ていたことがわかりました。 
以上参考までのご報告です。 
今回使った HW法の計算に関しては以下を参考にされてください。もし可能
ならば数理モデルの拡張として考えることもできるとおもえました。 
http://www.it.iitb.ac.in/~praj/acads/seminar/04329008_ExponentialSmoot
hing.pdf 
http://stat.ethz.ch/R-manual/R-patched/library/stats/html/HoltWinters.ht
ml 
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Decompose によるトレンド解析（八代目團十郎） 
使用したデータ 
 

date wadai 

1849/3 55 

1849/4 10 

1849/5 0 

1849/6 11 

1849/7 0 

1849/8 36 

1849/9 4 

1849/10 26 

1849/11 10 

1849/12 3 

1850/1 41 

1850/2 3 

1850/3 53 

1850/4 4 

1850/5 42 

1850/6 2 

1850/7 24 

1850/8 4 

1850/9 32 

1850/10 1 

1850/11 31 

1850/12 1 

1851/1 33 

1851/2 89 

1851/3 1 

1851/4 1 

1851/5 48 

1851/6 18 



1851/7 1 

1851/8 1 

1851/9 77 

1851/10 3 

1851/11 34 

1851/12 5 

1852/1 97 

1852/2 39 

1852/3 7 

1852/4 10 

1852/5 95 

1852/6 34 

1852/7 74 

1852/8 21 

1852/9 24 

1852/10 30 

1852/11 48 

1852/12 5 

1853/1 64 

1853/2 13 

1853/3 14 

1853/4 3 

1853/5 5 

1853/6 2 

1853/7 35 

1853/8 2 

1853/9 36 

1853/10 7 

1853/11 5 

1853/12 14 

1854/1 50 

1854/2 15 



 
 
 
 
 
Decomposeによる結果 

 
横軸：１８４９年〜1854年	
 縦軸それぞれのパラメータ 
 
命令文（R内の処理） 
> dset <-scan("data04.csv") 
Read 63 items 
> dset2 = ts(dset, frequency = 12, start = c(1849,3)) 
>  
> dset 
 [1] 55 10  0 11  0 36  4 26 10  3 41  3 53  4 42  2 24  4 32  1 31  1 33 
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Decomposition of additive time series

1854/3 47 

1854/4 3 

1854/5 36 

  



[24] 89  1  1 48 18  1  1 77  3 34  5 97 39  7 10 95 34 74 21 24 30 48  5 
[47] 64 13 14  3  5  2 35  2 36  7  5 14 50 15 47  3 36 
> dset2 
     Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec 
1849          55  10   0  11   0  36   4  26  10   3 
1850  41   3  53   4  42   2  24   4  32   1  31   1 
1851  33  89   1   1  48  18   1   1  77   3  34   5 
1852  97  39   7  10  95  34  74  21  24  30  48   5 
1853  64  13  14   3   5   2  35   2  36   7   5  14 
1854  50  15  47   3  36                             
Ø ickw <-data.frame(dset2) 

Ø > data4 <-decompose( dset2 ) 
Ø > plot( data4 ) 

参考までに、年ごとの時系列比較もだしておきます。 
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Seasonal plot: dset2
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